









































































































































































高等拓植学校を創立し、 校長に就任。なお詳細は、 熊本好宏「国士舘高等拓植学校と移民教育」 （ 『国
　　　
士舘史研究年報―楓



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　 　　　 　　　　 　　　　　
國士館専門學校設立者









































































































































































































































































居たる建物を、縁故払下を受けて之を解体 て得た古材木古瓦より取つたものである。処が偶然にも 此の代官屋敷の用材の約三分の一は、松陰先 の養母の生家なる森田豊吉氏所有 山林から伐採したもので、屋根瓦は、阿川と称す 元毛利藩の御抱瓦職 焼いたも で、今でも各瓦の一端に角に阿の字の刻印を認むことが出来る。　
土台下及塾舎周囲の土留の丸石は、松陰先生生家杉家の眼下を流るゝ水無川の月見河原から拾ひ集めたも
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　 　 　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　
國士館専門學校設立者






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　 　　　 　　　 　
武
　　　
道
　　
其ノ他課外講義、見学ヲ為サシムルコトアルベシ
　　 　
第四章
　
入学休学及退学
第八条
　
本校エ入学シ得ベキ者ハ左ノ各号ノ一ニ該当スル者ニシテ詮衡ノ上許可セラレタル者トス
　　　　
一、中等学校以上 卒業
　　
一、年齢十六歳以上ノ者ニシテ担当ノ学力アル者
第九条
　
入学志願者ハ所定ノ入学願書、履歴書、学 成績証明書、身体検査書（戸籍謄本）手札形写真ヲ添
　　　　
ヘ提出スヘシ
第十条
　
入学ヲ許可セラレタル者ハ所定ノ誓約書 戸籍謄本ヲ差出スヘシ
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第十一条
　
休学セントスル者ハ所定ノ願書ヲ提出シ許可ヲ受クヘシ
第十二条
　
退学セントスル者ハ所定ノ願書ヲ提出シ許可ヲ受クヘシ
第十三条
　
左ノ各号ノ一ニ該当スル者ハ退学ヲ命ス
　　　　　　
一、性行不良ニシテ改悛ノ見込ナキ者
　　
一、学業成績 成業
　　 　　
一、正当ノ事由ナクシテ一ヶ月以上欠席シタル者
　　 　　
一、授業料ヲ納付セサル者
　　 　
第五章
　
成績考査及卒業
第十四条
　
成績考査ハ学業ニ付各学期末ニ之ヲ行フ考査標準ハ別ニ之ヲ定ム
第十五条
　
卒業ハ学業成績及操行ヲ考査シテ之ヲ認定ス
第十六条
　
卒業者ニ 卒 証書ヲ授与ス
　　　　　
第六章
　
学
　　　
費
第十七条
　
学費左ノ如シ
　　　　　　
一、入学考査料
　　
三円
　　
一、入
　
学
　
金
　　
五円
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一、授業料年額
　　
九十六円（月八円分納ヲ許ス）
第十八条
　
授業料毎月五日迄ニ納付スヘシ
第十九条
　
一旦納付シタル学費ハ事由ノ如何ニ拘ハラス還付セサルモノトス
　　　　　
第七章
　
賞
　　
罰
第二十条
　
学術優秀品行芳正ナル者ハ特ニ之ヲ表彰
第二十一条
　
教育上必要ト認ムルトキハ左ノ懲戒処分ヲ為ス
　　　　　　
戒飾、謹慎、停学、退学
一三
　
昭和一八年三月一八日
　
國士館高等拓殖學校新設ニ付徳富蘇峰宛柴田德次郎書簡
　　　　　　　　　　　　 　 　　
（財団法人徳富蘇峰記念塩崎財団所蔵）
　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　
徳富老先生
　　 　 　　
侍史
謹啓
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御大事之御静養之処誠に恐縮至極に奉存候へ共専門學校に開拓科新設候付、佐藤陸軍・岡海軍両軍務局
長＊１
に
最も有力に懇談之為め折入って御高教賜はり度く花田理事御引見仰上げ度く奉懇願候
　
敬具
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
三月十八日
　　
柴田德次郎
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
徳富老先生
　　 　　
侍史
　　　
＊１
　
佐藤陸軍・岡海軍両軍務局長
　
佐藤軍務局長は佐藤賢了、岡軍務局長は岡敬純。佐藤賢了は陸
　　　
軍大学卒業後、アメリカ駐在を経て、主に軍政畑を進み、昭和一七年に陸軍省軍務局長に就任。岡
　　　
敬純は海軍大学卒業後、軍令部勤務、昭和一五年に海軍省軍務局長となる。
一四
　
昭和一九年六月
　
國士館専門學校学則中変更認可書原本（国立公文書館所蔵）
学専九八号
　
裁決定六月一日
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昭和十九年五月二十七日起案
　　
私立専門学校学則変更ノ件
　　
指
　
令
　
案
　　 　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
國士館専門學校設立者
　　 　　 　　
財団法人
　
國
　
士
　
館
昭和十九年二月三日附申請学則中変更ノ件認可ス　　
年
　
月
　
日
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　
文
　
部
　
大
　
臣
（備考）教育ニ関スル戦時非常措置方策ニ基ク　　　　
尚授業料等ノ増額ハ教員ノ優遇、教育施設ノ改善充実ヲ図ランガ為
　　
変更条文
　　
第一条ノ目的ハ全面的ニ改正ス
　　
第二条中武道国漢科武道地歴科ヲ剣道科・柔道科・弓道科トナシ各科ノ専攻ヲ国語、地理・歴史ト
　　
ナス
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第三条
　
各科四年ヲ三年トナス
　　
第四条
　
各科百名ノ入学定員ヲ剣道科百名、柔道科八五名、弓道科一五名
　　
第五条ノ学科課程ヲ別紙ノ如ク改正ス
　　
尚授業料入学金、入学考査料ヲ改正ス
　　 　　　
旧
　　　　　
新
 
　　
授業料
　　
一三〇円
　　
一五〇円
　　
二〇銭
　　
入学金
　　
五円
　　
一〇円
　　
五〃
　　
入学考査料
　　
五円
　　
一〇円
　　
五〃
以上ハ昭和十九年四月ノ入学者ヨリ適用　　　　　　　　
学則変更認可申請
今般國士館専門學校学則ノ一部ヲ変更シ昭和十九年四月ノ入学者ヨリ実施致度ニ付御認可相成度此段及申請候也　　
昭和十九年二月三日
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國士館専門學校設立者
　
柴
　
田
　
德
　
次
　
郎印
　　
財団法人國士館理事
文
　
部
　
大
　
臣
　
子
　
爵
　
岡
　
部
　
長
　
景
　
殿
　　　　　　
変
　
更
　
理
　
由
時局下教育ノ事益々重大ヲ極メ大東亜建設ノタメ百年ノ計ヲ立テザルベカラズ、而シテ其ノ職ニ当ル者ノ責モ亦重且大ヲ加フ此ノ時ニ当リ其ノ任ヲ全フシ益々教育報国ノ実ヲ挙ケシムルニハ殉国ノ精神ヲ涵養シ以テ専心教育ニ尽瘁セシムルコトノ重要ナルコトハ言ヲ俟タザレ共一方其ノ生活ノ安定ヲ期スル事モ極メテ緊切事タルコトヲ思惟ス茲ニ於テ学則ノ一部ヲ変更シ其ノ大部ハ教員ノ優遇ニ当テルト同時ニ一方教育施設ノ改善充実ヲ図リ以テ益々本校教育ノ発展ヲ期セントス　
第三条
　
第五条
　
第十条
　
ノ変更ハ教育ニ関スル非常措置方策ニ基ク
　　　　　　
國士館専門學校学則
第
　　
一条中「國士館」ノ次ニ「創立」 「本領」ヲ「趣旨」ニ「真摯堅実ナル」ヲ「修文練武ニ依リ殉国ノ」
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ニ改メ「兼テ」ノ次ニ「斯道ノ」ヲ挿入ス
第
　　
二条中「武道国漢科武道地歴科」ヲ「剣道科、柔道科、弓道科」ニ「置ク」ヲ「置キ」ニ改メ「置キ」
　　　　　　
ノ次ニ「各科ノ専攻ヲ分チテ国語、地理、及ビ歴史トス」ヲ挿入ス
第
　　
三条中「武道国漢科、武道地歴科四年」ヲ「剣道科、柔道科、弓道科三年 改ム
第
　　
四条中「武道国漢科一〇〇名武道地歴科一〇〇名」ヲ「剣道科一〇〇名柔道科八五名弓道科一五名」
　　　　　　
ニ改ム
第
　　
五条中ノ学科及其程度ヲ別紙ノ通リ改ム
第
　　
十条中「一中等学校ヲ卒業シタルモノ」ヲ「中等学校卒業者及四年修了者」ト改ム
第二十六条中「入学考査料金五円」ヲ「金拾円」ニ改ム第二十七条中「入学金五円」ヲ「金拾円」ニ改ム第二十八条中「授業料本科生ハ一ヶ年 百三十円」ヲ「百五十円」ニ改ム「但シ」以下削除　　　
附則第一条
　
第二条
　
第三条
　
第四条
　
第五条
　
第十条
　
第二十六条
　
第二十七条
　
第二
　　　　　
　　
十八条ノ変更規定ハ昭和一九年四月ノ入学者ヨリ之ヲ適用ス
（以下、略）
国士舘史関係資料の翻刻並びに補註　第四巻
177
一五
　
昭和二一年一月
　
國士館高等拓殖學校廃止ノ件開申（国立公文書館所蔵）
教総収第四八九七号　　
昭和二十一年一月廿一日
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
東京都長官
　
藤
　
沼
　
庄
　
平印
　　
文部大臣
　
安
　
倍
　
能
　
成
　
殿
　　 　　
私立学校廃止ノ件開申
標記ノ件世田谷区世田谷一ノ一〇〇六番地國士館高等拓殖學校設立者財団法人國士館ヨリ申請有之昭和二十年十二月三十一日限廃止ノ件本日認可候ニ付及開申候也
